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近 年 , 技 術 的 に は 体 外 受 柿 (Ⅰn vitro
fertilization)を基盤としたエンブリオロジーが発達し,
卵巣より回収された未成熟卵子の体外における発育,さ
らに体外成熟･体外受精により旺生産が可能になってき
たOサル類の研究においても,Wl微授穿刺こより受精卵や
産子を得ることが可能となっている｡そこで,我々は,
研究所から供給された卵典と糊鵜を迫伝資源として活用
すべく,既の生産を試みた｡ 本年度は.共同利用の
Macaca属サル類のサンプリング個体から和独を得て,柿
子の凍結保存による運動性の喪失を柾柘に検討した｡さ.
らに,過剰排卵処理したタイワンザルの卵狼より卵子を
回収し,40時間培弟した後,顕微授精を行った｡[結果]
回収した精子は,凍結誘拐後も良好な運動性を維持して
いた｡それらを凍結した結果.融解後の運動性回役は,
種による差は見られなかった｡ ただ,季節的には冬季の
ものが良好であった｡卵巣の迎粒と体外増額による結果
では,成熟率と顕微授精後の腔の発育は,移送しないデ
ータに比べ低率であった｡この結果,受粁卵を得ること
ができるが,今後,サンプルの移送と培養系システムの
改善を行う必要があると考えられた｡
自由 35 房総半島におけるニホンザルと外来種の混
血に関する研究
萩原光 (房総のサル管理調査会)
千井県房総半島のニホンザル個体群生息地(以後去
要個体群生息地と省略)から約 20km離れた半島の南矧 こ
位位する館山市･白浜町で,1995年以降,外来種の形態
特徴 (長尾)をもつ個体を含む一群 (96頭以上)(以後
白浜群と省略)の存在が明らかになっている｡1997年の
交尾期には白浜群の群れオスが主要個体群生息地を遊動
したことも報告されており,房総個体群のニホンザルが
外来種と交雑を起こしている可能性が疑われた｡その実
憶把握のために本年度遺伝的に実験分析を行ったので報
告する｡実験では地域別に2種類の異なるサンプルを使
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